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1.序論 

 現在の日本国内の貨物輸送の大部分は自動車輸送が

占めている．しかし、自動車輸送は、輸送効率が低い、

CO2 の排出量が多い、交通環境の悪化などに繋がるな

どのデメリットを持つと考えられる．そこで、環境負

荷の少なく、輸送効率の良い鉄道やフェリーへのモー

ダルシフトの推進が必要である．モーダルシフトにつ

いての研究は数多くなされているが、鉄道の有人航送

化についての研究はあまりない．そこで、本研究では

鉄道有人航送化の可能性についてコストと現在鉄道を

用いている運送会社の企業特性の 2 点から考察するこ

とを目的とする． 

2.本論 

2-1-1.コスト推定 

本研究では、鉄道の輸送コストを、JR貨物が支払っ

ている線路使用料、人件費、出荷・着荷側から貨物駅

までの自動車輸送の料金の 3つから、自動車輸送のコ

ストを人件費、燃料費、高速道路代から推定した．ま

た，それを H17 年度物流センサスのデータに適用し，

コストの算定を行った．また、今回は農水産品につい

て推定を行った． 

鉄道輸送コスト推定 

(a)線路使用料 

線路使用料は、堀らの論文によると、軌道使用料と、

電気関係施設使用料の 2つからなっている 1）．そこで、

本研究では軌道使用料を JR各社の線路保存費から、電

気関係施設使用料を JR各社の電路保存費と電力費か

ら推定することとする．横軸に各社の輸送トンキロ、

縦軸に各社の各費用をとり、傾きから輸送トンキロ当

たりの各費用を算出した． 

(b)人件費 

人件費は、平成 21年度鉄道統計年報の JR貨物の 1

人当たりの平均給与額と輸送実績から輸送トンキロ当

たりの人件費を算出し、コンテナ時刻表の鉄道輸送距

離を参考に算出した． 

 

(c) 出荷・着荷側から貨物駅までの自動車輸送の料金 

 全日本トラック協会のデータより、運送業 1人当た

りの人件費と輸送実績から、人件費、トラックの燃費

と燃料の価格から燃料費、また高速道路料金をそれぞ

れトンキロ当たりで算出した． 

自動車輸送コスト推定 

鉄道輸送コスト推定の(c)と同様にそれぞれのコスト

をトンキロ当たりで推定した． 

2-1-2.推定結果 

表-1 推定結果 

 

 

       図-1 線路保存費グラフ 

 

図-2 電路保存費グラフ 



 

図-3 電力費グラフ 

 

      図-4 輸送コストグラフ 

結果が表-1及び、図-1,2,3,4である．図-4から、同じ

輸送トンキロならば、鉄道輸送の方が自動車輸送より

も安く輸送できるという結果を得た． 

2-2.企業特性 

 コスト推定で鉄道の方が安いという結果が出たが、

現状では、それでも鉄道が使われていない。その理由

を考察するため、現在鉄道を利用している運送会社の

調査を行った． 

(a)調査概要 

調査場所は福岡貨物ターミナル駅で現地調査を行っ

た．調査方法としては、貨物駅を出入りするトラック

の企業名を調べ、それを基に企業の規模を表すデータ

（今回は保有車両数、従業員数、資本金を用いた．）を

収集した． 

(b)調査結果 

調査結果が図 5,6,7である。運送会社全体の分布と比

較すると、鉄道を利用している運送会社は規模が大き

い会社が多いことが分かる．それは、図-4から分かる

ようにコストは鉄道の方が安いが、個人経営などの規

模の小さい運送会社は着荷側まで自分で貨物を輸送す

ることで利益を上げているため、鉄道を使っていない

のではないかと考えられる．もし、鉄道の有人航送が

実現すれば、 積み替えの必要がなくなり、ドライバー

も目的地まで行くことができるため、規模の小さい運

送会社でも鉄道を利用する可能性があると考えられる． 

 

図-5保有車両数 

 

図-6従業員数 

 

図-7資本金別 

3.結論 

 本研究では、鉄道の有人航送化の可能性を考察する

ために、鉄道と自動車輸送の輸送コストの推定と、鉄

道を利用している企業の調査を行った．今後は、有人

航送化した際の鉄道輸送コストについても同様に推定

し、それに加え、所要時間も考慮した一般化費用での

比較を行う予定である．また、農水産品だけでなく他

の品目についても同様の推定を行っていく予定である． 
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